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６ 議 事 録（要点筆記） 

 

○藤墳守委員長 

ただいまから、議員提案条例検証特別委員会を開会する。 

本日は、当委員会の最終報告について、協議するために開催したものである。 

報告書の文案については、委員会の開催に先立ち、委員に事前に配付しているところであるが、その

概要について、事務局に説明させる。 

○梅本議事調査課長 

 （検証結果の概要を説明） 

○藤墳守委員長 

それでは、ご意見をお伺いする。 

報告書案に対して、何か意見等はあるか。 

○藤墳守委員長 

家庭の日制定当初は、県・市町村ともに絶対に行事を入れるなという姿勢だったが、最近はなし崩し

になっている。 

○梅本議事調査課長 

そういう意見があることは承知しており、検証結果に家庭の日の認知度向上と機運醸成のための普及

啓発活動の推進を課題として入れ込んでいる。 

○松村多美夫委員 

家庭の日には施設を貸し出さない自治体と貸し出す自治体とがあり、対応がバラバラである。県とし

て指導が必要と考える。 

○藤墳守委員長 

当時は、県も市町村も一切行事を入れるなというきついお達しがあったが、最近はそうもいかなく 

なっている。県としてどうか。 

○服部議会事務局長 

執行部に意見を伝える。 

会場がなかなか確保できない等の実情を把握したうえで、取組が風化していかないようにしていかな

ければと考える。 

○松村多美夫委員 

岐阜県花きの振興に関する条例について、寄せ植え華道等の団体から、昔より補助金が少なくなって

おり、活動が停滞しているとの話を聞いている。団体への支援が必要と考えるため、検討いただきたい。 

○藤墳守委員長 

花き文化を条例により県民に押し付けるのは無理がある。コロナで右往左往しているなか、花を飾り

ましょうというのはしっくりこない。 

○平野祐也委員 

私も利用しているが、定期的に花が家に届くサービスがあり、流行っている。コロナ禍で外に行かな

くても、花きを身近な生活に落とし込むような仕組みや、それを後押しするための支援は大切。 

○村下貴夫委員 

岐阜県清流の国スポーツ推進条例について、コロナにより地域の交流が減ってきている現状があるが、

このことは検証結果に盛り込まれているか。ワクチン接種が始まっているが、すぐに収束するものでは
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ないため、長期的な視点に立ってコロナ対策も含めて検討いただきたい。 

○梅本議事調査課長 

この条例に限らず、コロナに関する影響は検証結果に加味されているが、それが分かるような記載に

修正する。 

○藤墳守委員長 

コロナにより、あらゆる分野で中止・延期が当たり前になっている。何でも一律に中止するのは良く

ない。 

○平野祐也委員 

スポーツに関して、緊急事態宣言下で部活動は基本的に中止になっている一方で、地域のスポーツク

ラブやスポーツ少年団は活動している。学校や県が絡むと保守的な運用になり、中止になってしまう。

学校がリスクを避けたいというのは理解できるが、このままだとずっと活動ができないことになってし

まうため、リスクを完全にゼロにすることはできない中で、部活動の運営主体や体制について見直す必

要があるのでは。 

○藤墳守委員長 

小川恒雄議員が以前、消防団が自粛続きで、訓練をしないといざ何かがあった時に間に合わないので

はという意見を言っていた。 

ある市町村で消防団の出初式をやることとしていたが、毎日のように県から「大丈夫か」と電話があ

り、結局中止にしたという話を聞いた。消防団に関して、県があまり関与すべきではないと考えている。 

○山本勝敏副委員長 

家庭の日は以前まで議員手帳に記載があったが、どうしてなくなったのか。 

○服部議会事務局長 

経緯を確認しておく。 

○山本勝敏副委員長 

岐阜県花きの振興に関する条例について、制定経緯についてはご承知のとおりだが、果たして本腰を

入れて岐阜県を花の県にするのかということを、次回の検証時に考えるべき。他の農産物・林業・商工

業など、大事な分野は他にもあるなかで、花きだけを取り出して振興するということが必要かどうか、

制定経緯も見ながら検討すべき。 

○藤墳守委員長 

 意見も尽きたようであるので、皆様ご発言の趣旨を踏まえ、報告書の文案については、正副委員長に

ご一任いただきたいと思うが、これに異議はあるか。 

（「異議なし」の声あり） 

○藤墳守委員長 

異議がないようですので、さよう決定した。 

なお、本日審議いただいた最終報告は、委員会の調査結果に基づくものであるので、３月 24日の本会

議における報告については、本報告書の内容を抜粋して行い、その文案については、正副委員長にご一

任いただきたい。 

また、本日審議いただいた報告書については、議会閉会後、知事に対して手交のうえ、報告を行いた

いので、ご承知おき願う。 

最後に、一言申し上げる。 

この一年間、議員提案条例の検証を進めてきたが、委員各位のご協力と活発なご審議により、無事に
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報告書として、取りまとめることができた。 

感謝申し上げる。 

これにて、当委員会の調査を終了することになるが、今後も常に県の施策を検証しながら、提案を続

けていく必要があると感じている。 

委員各位におかれては、各議員提案条例の理念の実現に向けて、積極的な活動を継続していただくよ

うお願い申し上げる。 

以上で、本委員会を終了する。 
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議員提案条例検証特別委員会　配席図
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